
全
国
か
ら

人
が
参
加

リ
ョ
ケ
ン「
旅
館
大
学
セ
ミ
ナ
ー
」

松
島
温
泉
　

松
島
一
の
坊
で
開
催

平成年に取り組むべきこと　その５

地
熱
開
発
問
題
な
ど
確
認

日
本
秘
湯
を

守

る

会
　

地
域
へ
の
貢
献
を
強
化

政府機関トップの新年あいさつ

観
光
庁
長
官
　

田
村
　

明
比
古

観
光
立
国
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

日
本
政
府
観
光
局
理
事
長
　

松
山
　

良
一

観
光
の
力
で
日
本
を
よ
り
元
気
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

日
本
公
庫
、
日
に

「
旅
と
温
泉
展
」

横
浜
駅
で
開
催

温
泉
協
会
、３
月
に

ク
ラ
ウ
ド
型
決
済
端
末

銀
座
の
施
設
に
導
入
へ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
な
ど

朝
日
旅
行
社
長
ら

役
員
が
出
席

〈〉

青木　康弘

　
前
回
に
引
き
続
き
、
売
り
上

げ
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指

し
、
金
融
問
題
の
根
本
解
決
を

図
る
た
め
に
新
年
度
に
取
り
組

む
べ
き
こ
と
を
紹
介
し
よ
う
。

金
融
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

第
１
ス
テ
ッ
プ
は
正
常
な
売
り

上
げ
と
利
益
を
確
保
す
る
こ
と

で
あ
る
。
運
転
資
金
と
多
少
の

返
済
資
金
を
自
力
で
確
保
し
、

借
入
金
圧
縮
の
ス
キ
ー
ム
実
行

が
で
き
る
状
況
を
つ
く
ろ
う
。

　
■
業
務
改
善
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ

投
資
を
検
討
し
よ
う

　
都
市
部
に
新
設
さ
れ
て
い
る

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
は
自
動
精
算

機
（
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ

ク
ア
ウ
ト
シ
ス
テ
ム
）
導
入
に

よ
る
省
力
化
、
業
務
効
率
化
が

進
ん
で
い
る
。自
動
精
算
機
は
、

予
約
シ
ス
テ
ム
、
Ｖ
Ｏ
Ｄ
、
冷

蔵
庫
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
会
計

シ
ス
テ
ム
と
も
連
携
で
き
る
大

変
便
利
な
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業

界
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
宿
泊
予
約
に

限
っ
て
言
え
ば
、
売
り
上
げ
に

直
結
す
る
こ
と
か
ら
各
旅
館
・

ホ
テ
ル
と
も
対
策
を
講
じ
て
い

る
が
、
業
務
改
善
へ
の
活
用
は

一
部
の
館
に
限
ら
れ
る
。
新
年

を
迎
え
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
業
務
改
善
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ

投
資
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
フ
ロ
ン
ト
業
務
の
非
効
率
を

課
題
と
す
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
は

多
い
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
チ
ェ

ッ
ク
ア
ウ
ト
業
務
が
煩
雑
で
あ

る
た
め
に
、
ピ
ー
ク
時
間
に
多

く
の
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
を
配

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
人
件
費

増
加
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

館
内
売
り
上
げ
を
高
め
よ
う

と
、
フ
ロ
ン
ト
で
別
注
料
理
の

注
文
を
と
っ
た
り
、
売
店
割
引

券
を
配
布
し
た
り
す
る
館
も
あ

る
が
、
対
応
時
間
が
延
び
て
し

ま
う
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト
時
間
は
お
客
さ
ま
が
集

中
す
る
た
め
、
フ
ロ
ン
ト
前
の

長
蛇
の
列
で
顧
客
満
足
度
を
下

げ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
Ｉ

Ｔ
投
資
を
行
う
こ
と
で
こ
の
よ

う
な
諸
問
題
解
決
も
可
能
だ
。

　
米
国
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の

先
進
ホ
テ
ル
は
フ
ロ
ン
ト
業
務

の
効
率
化
が
相
当
に
進
ん
で
い

る
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
提
示
と
住

所
の
登
録
の
み
、
チ
ェ
ッ
ク
ア

ウ
ト
時
は
手
続
き
不
要
だ
。
フ

ロ
ン
ト
に
立
ち
寄
る
必
要
す
ら

な
い
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
も
あ

る
。
国
内
で
は
旅
館
業
法
の
定

め
か
ら
効
率
化
へ
の
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ

る
宿
泊
台
帳
へ
の
記
入
な
ど
業

務
改
善
へ
の
動
き
は
進
ん
で
い

る
。
人
材
不
足
は
今
年
も
よ
り

深
刻
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

Ｉ
Ｔ
投
資
に
よ
り
省
力
化
の
先

手
を
打
っ
て
い
き
た
い
。

　
（
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
企
画
部
部
長
）
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日
本
政
策
金
融
公
庫
は


日
、
都
内
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。
２
部
構

成
で
、
参
加
費
無
料
。

　
１
部
は
日
本
公
庫
総
合
研

究
所
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
の
分
析
紹
介
な
ど
。
２

部
は
カ
リ
ス
マ
商
売
人
と
い

わ
れ
る
、
木
越
和
夫
氏
（
箸

匠
せ
い
わ
顧
問
）
が
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
事
業
成
功

の
法

則
」
と
題
し
て
講
演
す
る
。

　
定
員

人
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
０
３
（
３
２
７
０
）
１

３
０
１
。

　
日
本
温
泉
協
会
は
３
月
６

日
か
ら
４
日
間
、
横
浜
駅
東

口
の
新
都
市
プ
ラ
ザ
で
「
旅

と
温
泉
展
」
を
開
催
す
る
。

入
場
無
料
。

　
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
開
か
れ
る
同
展
、
今
回
で


回
目
と
な
る
。

　
環
境
省
、
観
光
庁
、
神
奈

川
県
が
後
援
。
特
別
展
示
コ

ー
ナ
ー
や
温
泉
地
紹
介
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
設
け
、
最
新
の

温
泉
情
報
を
発
信
す
る
ほ

か
、
抽
選
会
や
郷
土
芸
能
な

ど
も
行
う
。

　
三
井
住
友
カ
ー
ド
と
Ｎ
Ｔ

Ｔ
デ
ー
タ
は

月

日
、
来

春
開
業
の
商
業
施
設
「
東
急

プ
ラ
ザ
銀
座
」
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ

ー
タ
が
開
発
し
た
ク
ラ
ウ
ド

型
総
合
決
済
端
末
を
導
入
す

る
と
発
表
し
た
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
電

子
マ
ネ
ー
・
銀
聯
カ
ー
ド
の

決
済
、ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、

駐
車
券
精
算
機
と
の
連
動
な

ど
を
１
台
の
端
末
で
実
現
し

た
。
施
設
内
の
テ
ナ
ン
ト
は

端
末
が
１
台
だ
け
で
済
む
た

め
、
レ
ジ
ス
ペ
ー
ス
を
有
効

活
用
で
き
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
簡
素
化
が
期
待
で
き

る
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
は
、
訪

日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

実
施
主
体
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
海

外

事
務
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
、
事
業
の
企
画

か
ら
実
施
ま
で
を
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

が
一
体
的
に
行
う
こ
と
と
と

な
り
、
２
０
１
５
年
は
、
私

ど
も
に
と
っ
て
大
き
な
節
目

の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
５
年
の
訪
日
外
国

人
旅
行
者
数
は
、
す
で
に
１

～
９
月
累
計
で
前
年
の
年
間

合
計
を
凌
駕
し
ま
し
た
。

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
」
と

い
う
言
葉
が
浸
透
す
る
な

ど
、
２
０
１
５
年
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
観
光
業
界
を
越

え
て
認
知
さ
れ
た
年
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。

　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
は
、
海
外

カ

国
・
地
域
の
旅
行
会
社
を
日

本
に
招
請
し
、
国
内
の
関
係

者
と
延
べ
８
千
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
商
談
を
実
施
し
た
「
Ｖ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｔ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
ト

ラ
ベ
ル
＆
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
マ
ー
ト

２
０
１
５
」
を
開
催
す
る
な

ど
、
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
執
行
機
関
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。特
に
９
月
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
し
た

「
訪
日
観
光
セ
ミ
ナ
ー
」
で

は
、
初
め
て
安
倍
総
理
大
臣

を
迎
え
て
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
は
、

海
外
事
務
所
を
中
心
と
し
た

事
業
の
企
画
と
実
施
に
よ

り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
高

度
化
を
図
り
つ
つ
、
現
地
目

線
に
立
っ
た
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
通
じ
、
広
域
観

光
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
や
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
し
、

全
国
津
々
浦
々
へ
の
誘
客
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
「
地

方
創
生
」
に
対
し
一
層
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

受
け
入
れ
環
境
整
備
・
向
上

支
援
、
「
観
光
の
稼
ぐ
力
」

の
増
進
を
通
じ
て
、
「
質
の

高
い
観
光
」
の
実
現
に
も
努

め
て
い
く
所
存
で
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
果
実
を

日
本
の
す
み
ず
み
ま
で
届

け
、
観
光
に
よ
り
地
方
を
、

そ
し
て
日
本
を
よ
り
元
気
に

で
き
ま
す
な
ら
ば
、
こ
れ
に

勝
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
、地
方
自
治
体
、経
済
界
、

民
間
企
業
な
ど
の
関
係
者
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

拡
大
に
向
け
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
の
訪
日
外
国

人
旅
行
者
数
に
つ
い
て
は
、

過
去
最
大
の
１
９
０
０
万
人

台
に
達
し
、
さ
ら
に
訪
日
外

国
人
消
費
額
に
つ
い
て
は
、

３
兆
円
を
大
き
く
超
え
る
勢

い
と
な
り
、
我
が
国
の
観
光

に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
人

数
が
大
阪
万
博
以
来
、

年

ぶ
り
に
逆
転
す
る
と
い
う
エ

ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
年
と

な
り
ま
し
た
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の

増
加
に
つ
い
て
は
、
円
安
の

継
続
、
ビ
ザ
緩
和
、
消
費
税

免
税
制
度
の
拡
充
や
航
空
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
な
ど
、

政
府
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組

み
に
加
え
、
継
続
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
奏
功
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
　

　
し
か
し
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
が
一
気
に
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
、
今
ま
で
、
見
え

て
こ
な
か
っ
た
大
都
市
の
ホ

テ
ル
不
足
、
地
方
の
受
け
入

れ
環
境
整
備
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
（
出

入
国
管
理
な
ど
）
の
強
化
、

旅
館
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
、
通
訳
ガ
イ
ド
の
育
成
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
中
国
や
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
な
ど
は
、
経
済
成

長
に
伴
い
、
生
活
に
少
し
ゆ

と
り
の
あ
る
中
間
所
得
層
が

大
幅
に
増
加
し
海
外
旅
行
を

楽
し
む
層
が
増
加
し
て
き
て

お
り
、
今
後
そ
の
よ
う
な
層

に
対
し
て
、
今
ま
で
以
上
に

的
確
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
に
よ
り
、
我
が
国
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
可
能

だ
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
会
議
な
ど
い

わ
ゆ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
大
き

な
経
済
波
及
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
誘
致
・
開

催
に
向
け
た
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
ビ

ジ
ネ
ス
客
を
さ
ら
に
取
り
込

み
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
の
創

出
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

可
能
で
す
。

　
現
在
、
我
が
国
に
お
い
て

は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
地

域
も
あ
り
ま
す
。
地
域
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
や

日
本
人
の
国
内
旅
行
の
活
性

化
に
よ
り
交
流
人
口
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
宿
泊
業
な
ど
観
光

関
係
産
業
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

増
加
へ
の
対
応
、
経
営
効
率

化
お
よ
び
経
営
者
の
人
材
育

成
な
ど
、
観
光
関
係
産
業
の

構
造
改
革
や
育
成
・
強
化
に

つ
い
て
も
急
務
の
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
課
題
も
含
め
、
総

理
を
議
長
と
す
る
「
明
日
の

日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
構
想
会
議
」
に
お
い
て
、

次
の
時
代
の
新
た
な
目
標
の

設
定
と
そ
の
た
め
に
必
要
な

対
応
の
検
討
を
現
在
行
っ
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
世
界
に
誇
る
魅
力
あ
ふ
れ

る
国
・
社
会
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
総
力
を
挙
げ
て
改
革
に

取
り
組
み
、
観
光
サ
ー
ビ
ス

を
質
・
量
と
も
に
抜
本
的
に

改
善
す
る
な
ど
、
次
の
時
代

に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
、

今
年
の
３
月
末
ま
で
に
結
論

を
得
る
予
定
で
す
。

　
２
０
１
６
年
は
、
新
た
な

ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
目
標
に
向

か
っ
て
、
政
府
の
み
な
ら
ず

現
在
、
裾
野
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
観
光
関
係
産
業
と
有
機

的
に
連
携
し
て
、
国
全
体
が

観
光
立
国
に
お
け
る
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
一
歩
を
踏
み
し
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
リ
ョ
ケ
ン
（
静
岡
県
熱
海

市
）
は

月

、

日
、
松

島
温
泉
松
島
一
の
坊
（
宮
城

県
松
島
町
）
で
通
算
１
５
６

回
に
な
る
「
旅
館
大
学
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
旅
館
経
営
者
や

幹
部
社
員
ら
約
２
３
０
人
が

参
加
し
た
。

　
初
日
は
、
参
加
者
が
会
場

の
松
島
一
の
坊
を
視
察
し
た

後
、
同
館
代
表
取
締
役
、


橋
征
太
郎
氏
の
講
演
「
顧
客

目
線
の
挑
戦
を
続
け
る
〝
一

の
坊
イ
ズ
ム
〟
の
経
営
に
学

ぶ
」
が
開
か
れ
た
。

　
こ
の
中
で

橋
氏
は
、
同

館
が
力
を
入
れ
て
い
る
個
人

客
向
け
の
商
品
展
開
に
つ
い

て
解
説
。
個
人
客
が
好
む
客

室
・
食
事
の
開
発
や
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
に
頼
ら
な
い
同
館
会

員
（
約
４
万
５
千
人
）
組
織

「
一
の
坊
倶
楽
部
」
に
よ
る

独
自
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

解
説
。
さ
ら
に
、
顧
客
を
快

適
に
お
も
て
な
し
す
る
た
め

に
必
要
な
人
材
、
組
織
を
作

る
た
め
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。
ま
た
、
同
館
常
務
の

佐
藤
信
幸
氏
が
、
震
災
後
の

同
館
の
対
応
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　
続
い
て
、
リ
ョ
ケ
ン
専
務

の
塩
越
一
秀
氏
が
「
平
成


年
　
元
気
印
の
旅
館
紹
介
」

と
題
し
て
、
業
績
を
伸
ば
し

て
い
る
全
国
の
旅
館
の
事
例

を
紹
介
し
た
。

　
２
日
目
は
、
「
平
成

年

　
旅
館
の
経
営
指
針
」
と
題

し
て
、
同
社
研
究
員
ら
が

「
攻
め
る
経
営
へ
の
転
換
」

と
題
し
て
講
演
。

　
講
演
内
容
「
市
場
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
に
備
え
よ

う
」
で
は
、
同
社
常
務
の
浜

荻
仁
志
氏
が
商
品
造
成
や
販

売
促
進
に
つ
い
て
、
「
生
産

性
向
上
に
向
け
て
攻
め
る
」

で
は
、
同
社
本
部
長
の
鈴
木

正
人
氏
が
業
務
運
営
・
サ
ー

ビ
ス
価
値
の
分
野
を
、
「
攻

め
る
人
と
組
織
づ
く
り
」
で

は
、
同
社
常
務
の
橋
本
信
雄

氏
が
人
材
活
用
と
育
成
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
解
説
し
た
。

　
次
回
は
７
月
、
越
後
湯
沢

温
泉
（
新
潟
県
）
の
複
数
の

会
場
で
開
催
す
る
予
定
。
問

い
合
わ
せ
先
は
、
リ
ョ
ケ
ン

☎
０
５
５
７
（
８
３
）
２
１

２
０
。

　
本
紙
１
月

日
号
で
「
平

成

年
　
旅
館
の
経
営
指

針
」の
要
約
を
掲
載
し
ま
す
。

佐藤名誉会長

　
日
本
秘
湯
を
守
る
会
（
佐

藤
好
億
名
誉
会
長
、
１
７
８

会
員
）
は

月

日
、
静
岡

県
・
熱
海
温
泉
の
大
観
荘
で

２
０
１
５
年
度
通
常
総
会
を

開
い
た
。
朝
日
旅
行
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル

で
の
販
売
、
「
全
国
山
の
日

協
議
会
」
へ
の
加
盟
、
台
湾

で
の
誘
客
活
動
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。
地
熱
開
発
問
題
に

対
す
る
取
り
組
み
で
は
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
意
見
書
を

提
出
。
地
域
を
守
る
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
佐
藤

和
志
会
長
は
、
会
が

年
に

一
般
社
団
法
人
化
し
た
こ
と

を
振
り
返
り
「

年
は
法
人

と
な
り
自
立
の
道
を
歩
み
始

め
た
１
年
だ
っ
た
。
自
立
の

た
め
に
始
め
た
ウ
ェ
ブ
販
売

が
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
。

ス
タ
ン
プ
押
印
事
業
と
ウ
ェ

ブ
の
確
立
が
今
後
に
向
け
て

１
番
重
要
な
課
題
だ
」
と
強

調
し
た
。

　
ウ
ェ
ブ
販
売
に
つ
い
て

は
、
秘
湯
を
守
る
会
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
販
売
を
中

心
に
行
っ
て
い
た
が
、
朝
日

旅
行
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も

販
売
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
従
来
は
ス
タ
ン
プ
帳

に
押
印
な
し
で
る
る
ぶ
ト
ラ

ベ
ル
で
も
秘
湯
の
宿
を
販
売

し
て
き
た
が
、
ス
タ
ン
プ
押

印
が
で
き
る
形
で
る
る
ぶ
ト

ラ
ベ
ル
と
販
売
強
化
案
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
事
業

に
つ
い
て
は
、

年
９
月
か

ら
台
湾
の
日
本
文
化
を
紹
介

す
る
雑
誌
「
秋
刀
魚
」
で
秘

湯
を
巡
る
旅
の
連
載
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
「
デ
ィ
ー
プ
な

旅
を
し
た
い
個
人
旅
行
ス
タ

イ
ル
の
台
湾
の
人
の
嗜
好
に

秘
湯
の
宿
が
合
っ
て
い
る
」

と
同
事
業
を
担
当
す
る
安
部

里
美
理
事
が
説
明
。
Ｊ
Ｒ
と

連
携
し
周
遊
パ
ス
を
使
っ
た

秘
湯
め
ぐ
り
を
今
後
も
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
。

　
地
熱
開
発
問
題
は

年
６

月
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
へ

意
見
書
を
提
出
し
た
ほ
か
、

佐
藤
名
誉
会
長
を
中
心
に
環

境
省
・
地
熱
発
電
関
係
・
温

泉
資
源
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

検
討
会
な
ど
に
出
席
。
日
本

温
泉
協
会
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。
ま
た
、
地

震
予
知
の
研
究
者
ら
と
情
報

交
換
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作

り
が
検
討
課
題
と
し
て
挙
が

っ
た
。

　
佐
藤
名
誉
会
長
は
１
番
の

懸
念
事
項
と
し
て
、
地
熱
開

発
問
題
に
つ
い
て
言
及
。

「
電
気
が
余
っ
て
い
る
の
に

国
は
地
熱
発
電
を
ベ
ー
ス
ロ

ー
ド
電
源
と
位
置
付
け
、
原

子
力
発
電
を
代
替
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て

カ
所
の
掘

削
を
行
う
予
定
だ
。
温
泉
が

枯
渇
し
た
ら
国
が
賠
償
し
て

く
れ
る
の
か
」と
危
惧
し
た
。

会
員
に
は
月
に
１
回
、
温
泉

デ
ー
タ
を
測
定
す
る
こ
と
を

訴
え
た
。

　
ま
た
佐
藤
名
誉
会
長
は
朝

日
旅
行
の
部
会
員
の
緊
急
時

に
救
済
処
置
が
行
え
る
合
同

会
社
を
設
立
し
た
こ
と
を
報

告
。
「
困
っ
た
と
き
は
早
急

に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
た
。

　
総
会
に
は
朝
日
旅
行
か
ら

鶴
田
隆
志
社
長
は
じ
め
役
員

ら
が
出
席
。
来
賓
と
し
て
日

本
温
泉
協
会
の
大
山
正
雄
会

長
ら
も
出
席
し
た
。

　
鶴
田
社
長
は
「
秘
湯
を
守

る
会
は
朝
日
旅
行
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
あ
り
存
在

意
義
の
一
つ
と
言
え
る
。
一

緒
に
業
界
を
支
え
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

年
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
同
社
の
３
カ
年
計

画
で
「
朝
日
旅
行
の
ブ
ラ
ン

ド
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
秘
湯
を
守
る
会
と
関
係

を
強
化
し
、
良
い
商
品
を
企

画
、販
売
す
る
と
う
た
っ
た
。

共
に
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。
１

室
も
無
駄
に
し
な
で
売
り
切

る
」
と
強
調
し
た
。


